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＜連絡事項＞
· 2/28　13:30～立入り検査、2/15　内部監査予定。部署では主に各セクション毎に日誌、記録を確認しておくこと。

· 2/14　13:30～症例検討会議

· 看護課部署希望移動書、未提出者は本日中に課長に提出のこと。

· 2/20　午後よりセルフレビュー実施予定。

＜外来より情報提供＞

· 番沢　政勝様～腰痛について「少し楽になった」と話すが「書き物をする時痛みがある」とも

話されている。主治医より無理をしないようにアドバイスあったとの事。

· 清水　泰雅様～入浴を1週間されてないとの事、入浴しない理由として「疲れるから」と話している。入浴は3日に1回は行うように主治医より本人に話があったとの事。

· 庭野　弘樹様～就労の意思の確認をしている。本人「今すぐにでも働きたい」と話す。主治医からは、あせらずにうみねこ幸房の利用等から始めていくようアドバイスをしている。また就労準備段階プログラムで病識が低いことを外来カルテに情報提供しているのを受け、主治医から病気の勉強も少しずつ行っていくように話があったとの事。

· 袴田　淑子様～風邪症状は軽減しているが、本人風邪薬の処方を希望。主治医から症状も軽減していることから薬に頼らずに様子をみるように話があったとの事。

· 種本　サハ様～診察室に入室してから一方的に「18歳と20歳のときにあたったときがある。胸のあたりが張るような感じがする」と話されている。主治医よりあたるということは必ず麻痺などの症状が表れる事を説明される。現在は症状が表れていないため様子をみるように話がある。

＜利用者様情報＞

· 庭野　弘樹様～外来受診時に就労の意思があることを主治医に伝えている。今後の対応として、3月までは現在参加している就労前準備段階プログラムに参加。その間にうみねこ幸房

見学し、デイケアとうみねこ幸房の利用を併用していく形を勧めてみる。うみねこ幸房見学等については近日中に本人と面談し行うこととする。

・ 佐藤　朗子様～1月の生活の振り返りとして本人と面談。1月の目標であった「朝6時起床」についてはデイケアを週4日にしてからは起床時間が8時台になっている。本人「疲れている」と話され、デイケア利用日の増加、寿楽荘の実習に向けての準備、弟の面倒が要因との事。疲労については「慣れれば大丈夫だと思います」と話す。対人関係については「どうすればうまくできるか方法がわからない」と話す。対人関係が上手くなる方法はこれといって決まっているわけではないので、デイケアのメンバーやスタッフのコミュニケーションの方法を観察しながら自分の出来そうなことを行ってみてはどうか提案し、本人「やってみます」との事。本日実習予定の寿楽荘訪問、面談となっている。

· 田澤　勝敏様～青山荘より情報提供あり、本人、左踵痛あり整形外科受診されている。診察の結果左足のアキレス腱が伸びており、原因不明との事。医師からは、起床時と昼にストレッチをし、無理をしないで様子を見るように話があったとの事。

· 巴　勇樹様～本日青山荘退所。本人「将来は就労を目指したい」との事。今後は整容面を中心に見ていくとの事。

· 杉澤　恵子様～1/27(金)、1/30(月)の本人の様子について青山荘に情報提供している。明日、本人弟来院し、川端Drと今後の事について面談。デイケアからスタッフが面談参加予定。

· 中川原　義雄様～リハビリテーション室ソーシャルワーカーより32条の追加交付の手続きが完了したとの報告あり。また本人の様子として、午前のプログラム中「昼ご飯を忘れてきた」と話され、探しに出掛けている。その後本人から連絡あり、「思い当たる付近を探しにバス乗り場のラピアまで探しに行くが無く、空腹の為自宅に戻って昼食を摂った」との事。

· 井畑　光湖様～月・金に母の迎えを待つ為、デイケア利用後16時以降もデイケアの部屋で待って

おり、ナイトケアメンバーが気にされることがあった。本人に母様と帰宅されている理由を尋ね、デイケアの利用時間について説明している。本人「母が迎えにきてくれるというので待っている。別にバスで帰ることができないわけではない」と話す。母様に電話連絡し事情を聞くと「本人と買い物や話がしたいので」と話される。対応として、①17時までであれば青明舎を利用できること、②外来の待合室も利用できることを方法として伝えている。デイナイトケアメンバーとの距離も近くなっていることもあり、様子をみることとする。

